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平成 29年 5月 31 日

★発行事務局　〒359-0026　所沢市牛沼 250-19（本橋民夫方）　TEL・04-2995-3839　　　　　　 　埼玉県弓道連盟総務委員会
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　去る４月 23日の埼玉県弓道連盟評議員会に
おいて、会長職を継続するよう決議されました。
今まで同様、皆様のご支援ご協力を賜りながら、
微力ではございますが埼玉県弓道連盟の発展の
ために尽力させて頂きます。
　県連としては、２年前に２支部そして今回５
支部の支部長が交代されました。県連と各支部
の連携をさらに強めて各種事業の推進を図りた
いと思います。
　さて、全日本弓道連盟を中心とした平成 29
年度の主要な事業に新たに加わるものとしては、
前号で述べさせていただきました、第１回都道
府県対抗弓道大会、全日本弓道選手権大会の地
区予選の再開のほかに「第３回世界弓道大会（東
京）の国内予選」及び「公認資格認定制度の準
備」があります。
　第３回世界弓道大会の関東ブロック予選は、
９月３日（日）に関東選抜選手権大会と兼ねて
行い、６名の関東代表選手を選出します。そし
て、日本代表の選考会は 12月 16 日（土）に行
われます。埼玉県弓道連盟からも世界大会の代
表選手が出て欲しいと思います。
　公認資格認定制度は、平成 30年度から施行
されます。この制度は、審査委員、審判委員、
講師になって頂く方には、それぞれの資格を取っ
ていただくということです。その資格は、「日
本体育協会公認弓道指導員」以上の資格を有し、
更に所定の講習会（講義及び実習）を受講し、
検定試験に合格すると認定されます。中央の各
種行事を担当される「中央委員」は、八段以上
の方々が対象で、中央の研修会を受講する必要
があります。各地連主催の各種行事を担当する

  「地方委員」は、各地連が実施する所定の講習
会を受講する必要があります。
　平成29年度はその準備期間に当たり、埼玉県
弓道連盟としても、公認資格付与のための講習
会を開催するよう計画をしております。今後、
埼玉県弓道連盟主催の行事において審査委員、
審判委員、講師をお願いする予定の方々には、
所定の講習会を受講して頂きます。別途ご案内
させて頂きますので、その際にはご出席の程よ
ろしくお願い致します。
　さて、ここ数か月、相撲界では横綱稀勢の里
の話題で賑わいました。常にこつこつと努力を
惜しまず稽古に励む姿勢と、正攻法で戦う姿勢
は多くの相撲ファンを魅了しました。
　一方、次のようなこともありました。昨年の
春場所千秋楽で、結びの一番を迎えて大関稀勢
の里は12勝３敗、横綱白鵬は12勝２敗でした。
その結びの一番で白鵬は立ち合いで変化し、難
なく日馬富士を破りました。千秋楽の結びの一
番、優勝をかけた横綱同士の一番があっけなく
終わって、観客はがっかりさせられました。

会長　本　橋　民　夫
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　その後、私はこの相撲に関して１週間の間に
新聞、雑誌で３件の記事に遭遇しました。
　それは、脚本家内館牧子氏の「あさましい勝
ち方」、元東京都知事石原慎太郎氏の「横綱の張
り手」、元小結舞の海秀平氏の「日本人の高潔
さを示す表現者」というものでした。３氏が異
口同音に『その地位にある者には、その地位に
ふさわしい勝ち方がある。相撲の最高位にある
横綱は手っ取り早い勝ち方で目先の一勝を勝ち
取るような、あさましい勝ち方をしてはならな
い。』ということを述べていました。
　弓道を学ぶ者にも通じることだと思います。

弓道を学ぶ目的・目標はそれぞれ異なって良い
と思います。しかし、審査を受審する、段位を
取得するとなると多少異なってくると思います。
審査というものは、弓道教本第１巻に記されて
いることが出来ているかどうかということを確
認することだと思います。そこには「射を行う
態度」ということが記述されており、「恭」「敬」
「愛」ということが求められています。それらは、
段位、年齢、経験年数等により要求される深さ・
重みというものは異なってくると思います。私
は、技術の向上とともに、これらのことを深め
ていきたいと思っています。
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3
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範士昇格祝射会・祝賀会

　飯島千代子先生の範士昇格記念祝射・祝賀会
が平成 28年 12 月 18 日熊谷運動公園弓道場に
て開催されました。

熊谷での記念品授与式

　とても暖かな日差しの中、ご来賓を始め多く
の会員が祝射、最後に答礼射が行われました。

答　礼　射

　会場を移して祝賀会が埼玉グランドホテル深
谷で開催され、ご来賓の方々のご祝辞、そして、
ご家族のあたたかさが伝わる祝賀会でお開きと
なりました。

　飯島千代子範士にインタビュー
1. 今のお気持ちをお聞かせください。
　この度、栄誉ある範士号を拝受できましたの
は範士八段松沢岳先生、小宮栄子先生、小澤通
春先生、そして近隣の先生方、地元の弓友、諸
先輩に支えられてきたからこその賜と感謝の気
持ちでいっぱいです。

2. 弓道を始められたきっかけは？
　中学生の時、カッコイイ女学生を見かけ「そ
れ何ですか？」「これは弓道よ。カッコイイと
思ったのね。深女に入学して弓道部にはいりな
さい。」それが私と弓道との出会いでした。
指導者は町のおじさんでした。

3. 一番の思い出をお聞かせください。
　平成 3年に国体で忙しくしていた母親である
私に、当時小学生の息子が書いた「国体に出た
母を尊敬する。」の作文に力づけられました。
　結果 3位になり学生の時から応援してくれて
いた母に恩返しできたことです。

4. ご主人も弓道をされていますね。
　弓道にのめり込んでる私を見て、平成10年に
始めました。その後の夫のバックアップのお陰
で範士号拝受できたと思っております。大変感
謝しております。

5. 今後の夢をお聞かせください。
　これまで育ててくれた多くの皆様への恩返し
のためにもより一層の修練を重ねてまいります。
今後もご指導、ご鞭撻を宜しくお願い致します。
　叶わぬ夢かもしれませんが、昭和39年10 月
の東京オリンピックで国技披露のデモンストレー
ションに出させて頂きました。3年後の東京オ
リンピックでどのような形でも関われたらと
思っています。

　飯島千代子範士の益々のご活躍をお祈りいた
します。

画・松本　正
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裾野を広く、頂きを高く
前副委員長　平野　博幸　

　埼弓連だより第 58号の総務委員会報告では
リオでの柔道選手たちの活躍に触れていました。
柔道に限らずオリンピック選手たちはナショナ
ルトレーニングセンターをはじめ、全国の活動
拠点で数年、10年単位での強化に取り組んで
います。そこでは選手・コーチをはじめ様々な
分野のエキスパートが現代的な知見を動員した
取り組みを行っています。そうした成果がリオ
での活躍でしょうが、同時に深刻な課題もある
といいます。柔道は競技人口がかつての半分に
なりフランスの方が多くなっていますし、お家
芸と言われたバレーボールのチーム数も最盛期
の半数以下になっているといいます。これはス
ポーツ界全体としてみれば各種のスポーツの隆
盛と裏表の関係、すなわち様々なスポーツが人々
の選択肢になっていることの反映かも知れませ
ん。しかし裾野を広げることはいずれの競技団
体としても第一の課題ですから、悩みも深いも
のと思われます。
　埼弓連も同様です。ここ数年、埼弓連、とり
わけ総務委員会の課題の第一は会員の拡大、と
りわけ若い会員の獲得ということでした。弓道
では道の探求もまた重要な課題ですが、裾野が
広がってこそ頂も高くなるものであろうと思い
ます。総務委員会では平成 28年度に埼弓連だ
よりのＨＰ掲載をスタートさせ、さらに各支部
の協力を得てすべての弓道教室の情報を載せる
こととしました。地味な取り組みではあります
が、こうした取り組みは必ず裾野の拡大につな
がることと思います。これらに加え、平成 29年
度には埼弓連だよりのバックナンバーの電子化
を始めます。ＩＴ事務所に保管している埼弓連
だよりは知識の宝庫です。しかし、多くの会員
にとって見ることのかなわないものでもありま
す。総務委員会として、近い将来には会員の閲
覧が可能になるように工夫をしてみたいと思い
ます。「温故知新」。先達の知恵が私たちに道を
指し示してくれることになるでしょう。平成 29
年度も、埼弓連のさらなる前進のために総務委
員会も活動を強めていこうと思います。

平成 29年度指導方針
委員長　飯島 千代子　

　全弓連平成 29年度指導目標は昨年度と同様
です。
１．基本体及び射法・射技の基本
　①正しい歩き方          　　　　 　　　  P73
　②正しい跪坐及び開き足　　　　  Ｐ69Ｐ77
   ③胴造りの際、弓の本弭は左膝頭に置く
　　膝頭の内側には入れない　　　　　 Ｐ108
　④正しい的のねらいの確認
　　他の人に見てもらう　　　    Ｐ116Ｐ119
　⑤正しい矢束を引き納めの確認　　　 Ｐ114
　⑥離れで弓の握りが落ちるのを少なくする
２．矢羽の取り扱いと矢羽の使用に関する準則
　　の徹底を図る　　
３．あらゆる暴力やハラスメントの根絶を図る
４．弓礼・弓法問答集の改定箇所を周知する
５．弓道競技規則の改定について周知する
６．審査規定の改定について周知する
７．アンチ・ドーピングについて周知する
１について
　弓道教本第一巻に書いてあります。自分に都
合よくしていると悪癖につながってしまいます。
　副読本にも決められていることがありますの
でそれらを守ってください
２について
　決められていることを守りましょう。
３について
　相手が不快に思っていると感じた場合は決し
て同じ言動や行動を繰り返さない。団体の秩序
を乱すようなことがあってもいけない。
４・５・６について
　弓礼・弓法問答集 ( 改訂版）　　Ｐ19、問 83
　②立射の場合四つ矢の捌き方
　答　末弭を床に付けても良い→床に付けるに
　変更になりました。
　５・６の改定については、来年度から公認資
格制度がはじまるので熟知してください。
７について
　風邪薬やサプリメントのも禁止成分の入って
いるものあります。禁止物質・禁止方法につい
て正確な情報を持っている「スポーツファーマ
シスト」に相談してください。
　＊スポーツファーマシスト
　競技者・指導者への薬の使用に関する最新情報提供・
啓発活動をしている薬剤師

総 務 委 員 会

専 門 委 員 会 だ よ り

指 導 委 員 会

役職名は 5月 1日時点のものです。
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安　全　管　理
委員長　岡芹　喜行　

　平成28年度も会員皆様のご協力により県主催
の各種大会を安全に進めることができました。
これも選手、そして支えてくれる競技役員のお
蔭と心から感謝しております。
　新年度に入り役員の改選等があり任務と自己
研鑽にと励み、通常の落ち着きを取り戻そうと
していることと察します。
　競技委員会においても同様の改正がありまし
たので平成 29年度も会員皆様のご指導・ご協
力のほど宜しくお願い致します。
　競技委員会では安全で安心に競技が行える対
策が必要です。   『安全管理』の一般的な意味と
しては、   〔物事が損傷したり、危害を受けたり
することがないように管轄し、良い状態が保た
れるよう処置すること〕といえる。
１、役員の打ち合わせ　
　事前に、本部役員と競技役員との間で協議を
行っています。本部役員の役割、選考方法・表
彰の確認などを行い、お互いに共通理解するこ
とで、スムーズな運営や進行時に迅速に対応が
とれるよう、あらかじめ準備をしておく。
２、競技役員共通理解を図る
　競技役員全体での打ち合わせや各係の業務分
担の確認。プログラムの進め方、連絡体制など
それぞれの理解に違いがあると、意見が食い違っ
たりすることになり、結果として選手にも影響
が及ぶことになりますので、共通理解を図って
います。
３、時間管理の余裕
　一日の時間の中で、試合の進め方によっては
時間に追われ、無理が生じます。結果としてあ
せりが生じたり、注意散漫になったりして、事
故やけがが起こりやすい状況となります。
　余裕をもった計画や時間管理は、安全管理の
面でもたいへん重要です。常に事故がないよう
願うばかりです。
　終わりに、神奈川弓連との指導者交歓会の寸
評です。神奈川県が勝利。射形については、神
奈川県の先生方全員が弓手の前腕の使い方並び
に手の内の整え方が爪先をひとそろえにして握
る方法をとっていた。埼玉県の先生方の射はど
のように映ったでしょうか？

2017 関東ブロック大会突破に向けて
委員長　瀧上　三郎　

　昨年のブロック大会敗退を受け、本年度関東
ブロック大会突破に向けて弱点である遠的強化
を育成会で行い、3月からの選考会に備えまし
た。
　3月11日に第 1回選考会を県立武道館におい
て男子15名、女子10名の参加者で行いました。
　最初の 8射の成績は以下の通り
　男子　遠的上位 3名 ×7中 計 21 中 127 点
　　　　近的上位 3名 ×7中 計 21 中
　女子　遠的上位 3名（1名 ×7中、2名 ×6中）
　　　　　　　　　　　　計 19中 146 点
　　　　近的上位 3名（各 1名 ×8中、7中、
　　　　　　　　　　　 6 中）計 21中
　4月 9日には第 2回選考会を同じく県立武道
館において男子18名、女子 12名の参加で行い
ました。
　男子　遠的上位 3名 ×8中 計 24 中 128 点
　　　　近的上位 3名 ×7中 計 21 中
　女子　遠的上位 3名 ×7中 計 21 中 146 点
　　　　近的上位 3名 ×7中 計 21 中

　男子の遠的は、的中率は良いが得点が伸びて
こない傾向にあり的心に矢をまとめる集中力を
強く持ち続けることが今後の課題です。
　また男女とも近的においては的中率を上げ安
定性を追求してほしいです。今現在の成績では
関ブロ突破レベルに達していないが、最終選考
会（第 3回）を 4月 29 日に県立武道館で開催
予定です。ここで本国体に進むべき選手を決定
します。そして錬成会では選手と監督やスタッ
フが一体となって関東ブロック大会を突破出来
る埼玉県代表チームを作り上げたい。
　新チームの初練習は 5月 6日に熊谷運動公園
弓道場でスタート、県武での錬成会。少年チー
ムとの合同錬成会も行う予定です。6月には栃
木、群馬、埼玉の国体成年選手が揃う三県合同
練習会や三県選抜大会に参加し、他県の選手と
競いながら実戦形式での強化を図る所存です。
　会員の皆様には応援のほど宜しくお願いいた
します。

競 技 委 員 会 国体選手強化委員会
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審査委員会から

前委員長　古泉　利昭　
　お陰様で 28年度の県内審査会は、無事に終
了いたしました。会員の皆様のご協力に厚く御
礼を申し上げます。

【28年度の審査受審の概要】
　さて、28年度の審査受審状況ですが、県内審
査では、地方審査が、3,033 名（前年比 89名増）、
連合審査が 168 名（同 1名増）となっています。
　また、他地域実施の受審では、地方審査が 0
人（同 3名減）、連合審査 498 名（同 47名減）、
学生・教員特別審査が 227 名（同 13名減）、中
央審査が 1,146 名（同 2名増）となっており、
受審者合計では、5,072 名（同 32名増）となっ
ています。
　また、合格の状況ですが、全体の合格率（総
合格者数／総受審者数）は 44.7％（前年比 1ポ
イント増）と昨年よりわずかな増加でした。内
訳は、地方審査が、2,063 名（前年比 118 名増）
連合審査が、32名（同 16名減）、学生・教員
特別が 133 名（同 32名減）、中央審査が 37名
（8名減）でした。

【学科審査での勘違いなど】
　今回は、学科審査においての勘違いや問題を
よく読まないで回答されている例を２つ。

①　参段と四段の学科問題にかっこ書きで、教
　　本のどこのページのことか注意書きのある
　　問題があります。いずれも「動作」と「８
　　つ」というのが同じで間違いやすいため、
　　わざわざかっこ書きで書いてあります。こ
　　の問題を出題すると、違う方の回答を書く
　　方が毎回います。
②　「○○を列記し、△△について説明しなさ
　　い。」という問題で、○○と△△の両方を書
　　かなければいけないのですが、片方しか回
　　答のない方も毎回います。

　どちらの問題もあわてないで、しっかり問題
を読めば、こんな間違いはしないと思います。
　どうかご注意くださるようお願いします。

女子部だより
女子部長　鷹巣　光子　

　昨年の女子大会は東日本女子大会のリハーサ
ルを兼ねて皆様のご協力のもとに行なってみま
した。今年の女子大会に於いても参考にして行
きたいと思います。どうぞよろしくご協力の程
お願いいたします。
　女子部の講習会については、平成28年度より
四段以下の講習会は取りやめ、五段の方達を対
象に小宮範士を迎えて１月の寒い中を57名の参
加で行いました。
　小宮先生は埼玉県の先生ですが、なかなか皆
さん方ご指導していただく機会がなく当日は微
に入り細に入ったご指導をして頂き、また審査
に於いての心構え等、貴重な講話をして頂きま
した事、有意義な講習会でした。
　これからの女子部主催の研修会は、全弓連に
於いても福岡の女子審査会が28年度を持ちまし
て廃止となり、また関東連合の女子研修会も 29
年度で終了されるとの事から、今後女子だけの
研修会はだんだん難しくなると考えております。
どうぞ女子会員の皆様のご理解をよろしくお願
いいたします。
　今年度は県の役員改選に伴い女子部に於いて
も長らく女子部委員から副部長まで 16年間活
躍して頂きました大上直美教士六段が退任する
ことになりました。有難うございました。東部
支部の後任者は同じく宮代町弓道連盟の山本管
子錬士六段にお願いしました。どうぞよろしく
お願いいたします。
　今年の第 53回全日本女子弓道大会 [ 東日本
の部 ] は青森県の弘前市にある武道館で10月８
日（日）に行われます。青森県では、参段以下
の部・四段以上の部・称号者の部の３部門があ
り四ッ矢で行いますので皆さまの参加をお願い
致します。又、翌日は東北北部三県連合審査も
行われますから、審査を兼ねての参加もよろし
いかと思います。次回の埼玉県で行います時は
参段以上の方で一手・二部門と考慮中です。

審 査 委 員 会 女 　 子 　 部



東日本大会のお礼と本年度に向けて
委員長　山田　紀之　

　3月 18 日（土）～ 20（月）の 3日間、埼玉
県立武道館主道場特設弓道場において、第16回
東日本高等学校弓道大会埼玉大会が開催されま
した。この大会は北海道、東北、関東の各道都
県の代表男女各 44校が出場して 5人制と 3人
制の 2種類の競技を行います。埼玉での開催は
14年ぶり 2回目となります。
　3年前から準備を始め、埼玉県弓道連盟の全
面的な御支援をいただき、武道館初となる特設
弓道場を設置して実施いたしました。
　16日の会場設営に始まり、弓道専門部の顧
問と、役員の学校の弓道部員が総掛かりで準備、
運営にあたりました。
　18日に公開練習、開会式、大宮のパレスホ
テルでの 100 名を超える歓迎レセプション、
19日には埼弓連会長本橋先生の矢渡のあと 5
人制競技、20日は 3人制競技、閉会式と大変
忙しい日程ではありましたが、お陰様で、全日
程滞りなく無事に終了することができました。
　また、1日目の 5人制競技女子の部において、
坂戸西高校が優勝、2日目の 3人制競技男子の
部において川越総合高校が優勝することができ
ました。
　多くの皆様の御協力により、地元開催の大会
が大成功のうちに終了することができ、開催県
委員長として、大変うれしい思いでした。重ね
て関係の皆様に感謝、お礼申し上げます。本当
にありがとうございました。

武道館主道場　特設弓道場

　大会閉会式で、埼弓連会長の本橋先生より、
講評をいただきました。その中で、今大会に集
まった選手の皆さんが大変立派であったという
お褒めの言葉をいただきました。射場での様子
だけでなく、控での態度、道具や荷物の整理整
頓の様子、館内でのあいさつ、トイレのスリッ
パがいつも整えられていたことなど、弓道を学

ぶ者としてのマナーもしっかりできていたとい
うことでした。
　我々顧問としても、弓道を通して何を子供た
ちに教えていくのか、日々の活動が、日常生活
の中でも活かされていくような、そんな活動を
していきたいと改めて感じました。
　埼玉開催の大きな大会はしばらく回ってきま
せん。今大会で今まで以上に培われた顧問や生
徒のチームワークを今後の専門部の活動に活か
していければと考えております。

　東日本大会役員、補助員集合写真（3/20）

　年度が改まり、4月 18 日（火）に大宮公園
弓道場において、平成 29年度の専門部顧問総
会が行われました。全顧問が一堂に集まるのは
年 1回です。本年度は役員改選の年にあたり、
平成29、30年度の役員体制が決定いたしました。
　引き続き私が委員長を仰せつかりました。微
力ながら、高校弓道発展、また卒業後も続けら
れる弓道人育成のために、努力して参りたいと
存じます。ご指導くださいますようお願い申し
上げます。
　副委員長には、秩父農工科学高校の丸山康弘
先生、さいたま市立浦和高校の眞藤純行先生、
深谷第一高校の坂本修先生、伊奈学園総合高校
の鎌塚尚子先生の 4名をお願いいたしました。
　本年度、専門部の重点課題として、愛媛国体
出場、入賞に向けて、関東ブロック予選を突破
していけるチーム作りということがあります。
　関東各都県とも、強化を図っており、８都県
のうち３つに入るレベルは上がっています。過
去のデータを見ても、埼玉が関東ブロックを１
位で通過した年は、本国体で必ず入賞していま
す。１位通過目指して、選手選考、強化を図っ
て参りたいと思います。
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顧問総会での本橋会長からのご挨拶

　また、事故防止、体罰防止、効果的な部活動
指導のあり方等、県高体連、体育課から全専門
部が指導されている課題も多くあります。
　生徒減少の中にあって、弓道部員の人数は漸
増傾向にあり、そうした弓道を志す子どもたち
をどう育てていくか。先にも書きましたが、弓
道を通して何を学ばせるか。弓道部活動の意義
は益々大きくなってきていると思います。我々
顧問も部活動のあり方や運営方法について、時
代に合った形を改めて研修して行く必要がある
と考えています。
　今後とも引き続き、高校弓道部への御支援、
御指導をどうぞよろしくお願い申し上げます。

新役員　左から山田、丸山、眞藤、坂本、鎌塚

〈大会結果〉
●全国選抜大会県予選　平成 28年 11 月 5日
（土）6日（日）12日（土）男子 148 チーム
455 名　女子 150 チーム 459 名　大宮公園弓
道場　
○男子団体／①東農大三Ａ（伊東和輝、榎本祥
大、平良　陸、粟原滉大）②川越総合Ａ（田中大
地、落合聖也、神山海斗、長田優輝）③浦和西
Ｂ（吉田圭吾、前田凌佑、井上恵輔、三津田　凌）

④大宮南Ａ（豊橋　真、村田空知、永廻　亮、
岡安零也）
○女子団体／①鳩ヶ谷Ａ（岡本暁音、與儀明日
香、黒澤万史子、藤井麻爾）②岩槻商業Ａ（田邉
優実、岡﨑遥香、河野志織、塚田　舞）③　　
　埼玉栄Ａ（町田麻梨愛、篠田あずさ、石渡ゆう、
垰　愛海）④東農大三Ａ（金子悠希、松本　萌、
杉沼菜々子、相川優香）　　　
○男子個人／①田中大地（川越総合）②永廻　
亮（大宮南）③小澤賢人（寄居城北）
○女子個人／①杉沼菜々子 ( 東農大三 )②田中
梨湖（熊谷女子）③牧野凪沙 ( 坂戸西 )
※　団体男女各１位、個人男女各１、２位、は
全国高校弓道選抜大会に出場

●第35回全国高等学校弓道選抜大会　
平成 28年 12 月 23 日（金）～ 25日（日）　
日本ガイシホール特設弓道場
○男子団体／⑤東農大三（伊東和輝、榎本祥太、
平良陸、粟原滉大）技能優秀校　東農大三
○男子個人④田中大地（川越総合）

●第16回東日本高等学校弓道大会埼玉大会
平成 29年 3月 18 日（土）～ 20日（月）
埼玉県立武道館主道場特設弓道場
○５人制　女子団体／①坂戸西（牧野凪沙、安
藤穂乃香、村田瑞季、大木涼々花、大塚美侑、
石井莉香、橋本真希）
○３人制　男子団体／①川越総合（田中大地、
神山海斗、落合聖也、久木野幹生）
○3人制　女子団体／③坂戸西（牧野凪沙、安
藤穂乃香、大塚美侑、村田瑞季）
※男子 川越総合、女子 坂戸西は、29年度推薦
出場
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大会・射会入賞記録 

●平成28年度埼玉県武道大会弓道大会
平成 28年 11 月 20 日（日）170 名参加（中学生 30名、高校男女・一般男女各 5名ずつ 7支部計 140 名） 
埼玉県立武道館
◎中学個人の部：①板谷栞里（市立浦和中学）、②尾形　智（三芳町立三芳中学）、③青山千佳（所沢市立南陵中学）
◎支部対抗の部：①県南支部、②県央支部、③県北支部
◎個人の部／○高校女子：①中野優衣（深谷第一）、②油谷樹乃（浦和西）、③田島梨央奈 ( 秩父農工科学）.
○高校男子：①榊原奎亮 ( 春日部）、②寺田陸人（与野）、③渡邉敏生（秩父農工科学）、○一般女子： ①昆恵梨香
（川口）、②奈良久美子（鴻巣）、③千葉なつき（吉川）、○一般男子：①宮﨑正範（吉川）、②村永政志（川口）、③
下田　徹（所沢）
●平成29年 埼玉県弓道連盟新年初射会
平成 29年 1月 8日（日）338 名参加（称号者 198 名、有段者 140 名）　埼玉県立武道館
○称号者の部：①池谷　茂（上福岡）、②岡芹喜行（本庄）③新井　満（春日部）、④相馬喜恵（川口）、⑤安野雄次（小
川）、○有段者の部：①新里　陵（久喜）、②奥冨季乃（所沢）、③帶津尚子（三芳）、④長谷川　清（大宮）、⑤若林
　陵（小澤）
●全国勤労者選手権大会　埼玉予選会
平成 29年 3月 12（日）参加者 36名（12チーム）　県立武道館弓道場
①　ホンダ埼玉Ａチーム　（伊藤隆司、鈴木真人、和田秀之）
②　航空自衛隊入間基地　（武田宜久、加藤則康、大石泰彦）
③　日高市役所　　　　　（駒井　優、国分俊幸、加藤正史）
上位 2チーム（3位は補欠）は平成 29年 6月 9日（金）～ 11日（日）に福井県敦賀市で行われる、第 64回
全日本勤労者弓道選手権大会に出場
●神奈川・埼玉県弓道指導者交歓射会
平成 29年 3月 19 日（日）112 名参加（神奈川県立武道館弓道場）
埼玉県連　　35.76％　　　神奈川県連　41.81％
埼玉県優秀選手　保科義憲（東松山）、武政宏美（岩槻）、宮澤梢枝（川口）、西崎明伸（入間）、池谷　茂（上福岡）
●第68回全日本弓道大会
平成 29年 5月 2日・3日
○錬士の部：⑤松永芳栄（駒場）

埼弓連一般会員の推移
　この 10年間の一般会員の推移は以下のとおりです。
１．全体数はさほど変化していない
２．高齢にシフトしている（シニア化が顕著）
それぞれ、定着率の向上と若い会員の入会促進が課題であり、継続的な対応が必要と思われます。
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支部長就任あいさつ
支部長  石田   徳光　

　この度、支部長の大役を仰せつかりました石
田徳光と申します。どうぞよろしくお願い申し
上げます。
　前任の守屋先生は、しっかりと秩父支部各道
場、及び弓友を率先垂範されてまとめてこられ
ました。その後を引き継いでいかねばならない
こととなり、身のすくむ思いでいっぱいであり
ます。諸先輩の方々のご指導とご鞭撻を切に願
うところでございます。秩父は、武道の大変盛
んな地域であります、このような歴史のある埼
玉県弓道連盟秩父支部をまとめていくとなると
多くの方々諸先輩はもちろん弓友の多くのお力
を賜りませんとこの任はつとまりません。　
　秩父地域は、人口が減少傾向にありまして、
弓道人口もあまり多くはございませんが、素晴
らしい方々がおられますので、秩父独特のまと
まりのある支部にできればと考えております。
道場同士の交流を深め、弓道の向上はもとより
年齢を超えての人間関係の醸成をはかり、
弓道を通して生きがいを持ち人生の豊かさを求
めていく雰囲気が感じられます。秩父の良さと
思います。歴史と伝統あるこの秩父支部が、一
層進展していくためにも埼玉県弓道連盟と秩父
支部の連絡を綿密にとり、運営に心がけていき
たいと思います。どうぞ今後ともお引き立ての
ほどよろしくお願い申し上げます。

＜競技・講習会＞

●平成28年度、支部カップ戦
第1回カップ戦（4月 17 日）
　秩父第一弓道場　参加 101 名
　中学生①引間凪杜②町田たばさ③村田栞歩
　高校女子①田島梨央奈②黒沢　萌③堀口綾音
　高校男子①金子怜詩②坂本悠亜③茂木唯人
　一般女子①加藤春美②井上美根子③引間恵子
　一般男子①望月雄宣②藤井武政③根岸巳希矢

第２回カップ戦（7月 10 日）
　秩父第一弓道場　参加 90名　
　中学生①新井怜児②茶木海翔③井上奈穂　
　高校女子①田島梨央奈②力山琴未③井上美羽
　高校男子①長島晃雅②野沢和寿③丸山貴晴
　一般女子①加藤春美②新井幸子③町田昭代
　一般男子①井上　誠②町田文利③丸山康弘

第３回カップ戦（8月 7日）
　秩父第一弓道場　参加 85名
　中学生①大野美月②引間凪杜③井上奈穂　
　高校女子①町田結穂②吉澤悠弥③井上美羽
　高校男子①入澤太一②柴山　敦③引間愛斗
　一般女子①加藤春美②井上美根子③引間彩乃
　一般男子①丸山　彰②町田文利③丸山康弘

第４回カップ戦支部近的･遠的選手権
　（9月 11 日）秩父第一弓道場　参加 38名
近的の部
　一般女子①大𡌛敦子②吉澤和代③新井幸子
　一般男子①石田徳光②中島烈士③黒沢　誠
遠的の部
　一　般①守屋　豊②若林　陵③丸山　彰
　④山科くるみ⑤中島烈士⑥黒沢　誠

第５回カップ戦（10月 30 日）
　秩父第一弓道場　参加 101 名
　中学生①引間凪杜②浅賀大幹③島嵜祐輔
　高校女子①春山季子②田島梨央奈③祐川夏希
　高校男子①島﨑真城②島嵜伸孔③柴山　敦
　一般女子①齊藤公子②加藤春美③大野きみ
　一般男子①守屋　豊②藤井武政③若林　陵　

第６回カップ戦・納射会（12月 11 日）
　秩父第一弓道場　参加 91名　
　中学生①引間凪杜②本多伊織③谷藤諒弥
　高校女子①齊藤花怜②町田結穂③黒沢　萌
　高校男子①島﨑真城②川西俊祐③丸山貴晴
　一般女子①加藤春美②大野きみ③浅見陽子
　一般男子①冨田昌孝②守屋　豊③新井久慶

第７回カップ戦・初射会（1月 15 日）
　秩父第一弓道場　参加 100 名
　中学生①引間凪杜②浅見綾香③中島莉々夏
　高校女子①町田結穂②黒沢菜々③小菅　萌
　高校男子①倉林竜哉②島嵜伸孔③中島　遼

支　　部　　通　　信支　　部　　通　　信　

秩　父　支　部
支部長　石田　徳光

役職名は 5月 1日時点のものです。
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　一般女子①大野きみ②加藤春美③山科くるみ
　一般男子①冨田昌孝②猪野　栄③望月雄宣

○女子部射会　秩父第一道場
第 1回（5月 8日）　参加 16名
　①山科くるみ　②町田昭代　③浅見陽子
第 2回（8月 21 日）参加 14名
　①間　彩乃　②齋藤公子　③井上美根子　
第 3回　研修会・射会（11月 13 日）
　参加 13名
　①吉澤和代　②井上美根子　③浅見陽子
○寿射会（6月15日）秩父第一道場　参加 29名
　①栗原　登　②石田徳光　③猪野　栄

●講習会
四段以下講習会（8月 28 日）（日）
秩父第一道場　 参加 25名 
講師：岡芹喜行教士
内容：一手審査方式、高校と一般に別れ基本動
作と注意点、射技指導等

特別講習会（五段以上）（12月 25 日）（日）
　秩父第一道場　参加 20名
　講師：坂本武彦教士
内容：一手審査方式、基本動作、射技指導。
　修練の目的をはじめ、弓道を次代にどれだけ
伝えていくか。教本に基づく基本の習得と指導。
危険防止…弓具の扱い方等講話をいただきまし
た。

四段以下講習会（１月 2９日）（日）
秩父第一道場　 参加６名 
講師：町田文利教士　他支部指導委員
内容：入場から矢番え動作、退場までの基本動
作。射技指導。

女子部講習会（3月 12 日）（日）
　秩父第一道場　参加 13名
　講師：戸塚藤代教士
内容：一手審査方式、基本動作と解説・襷掛け
の指導、射技指導。持的及び一つ的射礼の指導
をいただきました。

高校生講習会　（3月 20 日）（月）
　秩父第一道場　参加 36名
　講師：町田文利教士　他支部指導委員
　2班に分かれ午前中は、基本動作・入退場・
取り弓の姿勢・矢番え動作。午後は、入退場を
含め射技指導、最後は一手行射で講習会を終了。
受講生の熱心さが伺えた１日でした。

長寿表彰受賞にあたり

 　　　　　　  所沢市弓道連盟　奥村  　繁     

　本日は、私どもに長寿の表彰をして頂き厚く
御礼申し上げます。
　私達は多忙のうちに馬齢を重ね、はや八十年
を超えてしまいました。
　振り返りますと、戦後の混乱が収まる頃に社
会に出て、高度成長期や低迷期のいつの時代で
も、会社人間となって全力で働き続けて参りま
した。そうして、会社勤めを卒業し仕事を離れ
ると、世間一般では、退職後の生き方が問題と
なっているのです。
　しかし、私達は違いました。私達には弓道が
ありました。弓道の修練は身体の錬磨であり、
精神の修養であります。八十歳を過ぎても、よ
り美しい射を目指し、より充実した射を求めて
研鑽の日々を送っています。
　これは、私達高齢の者にとって、まさしく生
きる事の賛歌・・「生」の賛歌であります。
　私達がこのような弓道生活を送ることが出来
るのは、先生方のご指導と連盟のバックアップ
のお陰であります。ここに、ご指導頂いた先生
方、連盟を運営される先生方に対して深く感謝
申し上げます。
　なお、私自身は、この生を全うする迄の日々
を、文献や映像を参考にしつつ弓道の本質を究
めることに費やして参りたいと思っております。
　本日は誠に有難うございました。

投稿
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中央審査昇段昇格者祝射会
兼支部新年初射会

　　　　　　　副支部長　佐藤　文治
　
　県北支部では 1月 22 日（日）標記について
熊谷運動公園弓道場において新年の最初の行事
が穏やかな陽射しの中行われました。
　髙橋支部長の挨拶、松沢岳名誉会長の祝辞、
昇段昇格者紹介（飯島千代子範士、髙橋久雄教
士、中島憲一六段、吉野泰子六段、中嶋由美子
六段、長嶋悦子六段、井上まり子錬士）、昇格者
記念品贈呈、昇段昇格者を代表して飯島千代子
範士からご挨拶をいただき、祝射に移りました。
　まず松沢岳範士による巻藁射礼、支部長の矢
渡、正能正三教士・岡芹喜行教士による立射礼、
中野忠雄教士・茂木昭夫教士・北田ヤ千代教士
による一つ的射礼、寺崎正道教士・手嶋照晃教
士による一つ的射礼、錬士以下は審査方式で行
いました。
　午後は答礼射で、飯島千代子範士の射礼と、
髙橋久雄教士、長嶋悦子六段、中嶋由美子六段、
井上まり子錬士による持的射礼が行われました。
その後、一手 2回の競射を行い、祝射と合わせ
て計 6射で競技を競いました。
　今年92歳になられた松沢岳先生の気迫ある巻
藁射礼と飯島千代子先生の優雅な答礼射、範士
二人の先生に射を披露していただき、心に残る
新年初射会となりました。
　

＜競技・講習会＞

●第三回支部カップ戦
平成 28年 10 月 23 日（日）寄居町立アタゴ記
念館弓道場　参加 77名
団体①本庄：佐藤敏勝、村岡昌美、桜沢　武　
　　②鴻巣：設楽謙二、奈良久美子、荻原明美
個人一部①設楽謙二、②島村保夫、③中島　勇
　　二部①中　唯志、②桜沢　武、③衣袋秀男
　　三部①佐藤敏勝、②関口友樹、③田邊友明

●新年初射会兼祝射会
平成 29年 1月 22 日（日）
　熊谷運動公園弓道場　参加 58名　
個人一部①田本純子②井上まり子③飯島千代子

　　二部①下川明生、②長井敦史、③飯嶋常敏
　　三部①山下広二、②栗原芳江、③土屋郁代

●平成29年県北支部総会及び射会
平成 29年 3月 26 日（日）熊谷運動公園弓道場
　参加　総会 35名、射会 30名
個人一部①髙木行治、②中野忠雄、③岡芹佳子
　　二部①樋口和宏、②村岡昌美、③奈良久美子
　　三部①井下光司

●第104回県北高校弓道大会
平成 29年 3月 28 日（火）熊谷運動公園弓道場
　参加 14校 306 名（男子 146 名、女子 160 名）
男子優秀校：正智深谷高校、
女子優秀校：深谷第一高校　
個人男子①荒木優太、②藤本捺希、③松岡真佑
　　女子①佐々木風音、②完倉菜々子、③石島　彩

●第三回支部講習会（四段以下）
平成 28年 10 月 30 日（日）本庄市弓道場
　参加 49名　
講師：正能正三教士、寺崎正道教士
内容：一手審査方式、射技指導、体配等

●第三回支部練成会
平成 28年 12 月 10 日（土）本庄市弓道場
　参加 32名　
講師：松沢　岳範士、岡芹喜行教士、戸塚藤代教
士
内容：射礼、射技指導等

●第四回支部講習会（三段以下）
平成 29年 2月 26 日（日）熊谷運動公園弓道場
　参加 35名　
講師：正能正三教士、戸塚藤代教士
内容：一手審査方式、体配、射技指導等

●高校生受審者講習会
平成 29年 3月 26 日（日）熊谷運動公園弓道場
　参加 133 名
講師：飯島千代子範士、正能正三教士、戸塚藤
代教士、支部役員等 計 16 名
内容：基本動作等体配、審査方式、射技指導等

県　北　支　部
支部長　髙橋　久雄支部長　髙橋　久雄

画・J.M
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支部長退任を迎えて
前支部長　小林　次雄　

　この度、東部支部長を退任させていただくこ
とになりました。2期 4年にわたり皆様方のご
支援のおかげで、なんとか任期を務めさせてい
ただくことができました。
　就任時に支部だよりに書いた「会員の皆様が、
支部行事に気持ち良く参加できるように信頼関
係を築く」ことを達成するために努力してきま
した。この事については、達成することが出来
たと思っております。これも支部役員の皆様か
らのご協力があったからこそと感謝しきれない
気持でいっぱいです。
　最後になりますが、任期中いたらぬ点もあっ
たかも知れませんが、新しい支部長を迎え、ま
すます東部支部の活動が活発になることを心よ
り念じております。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＜競技・講習会＞

●平成28年度　関東個人選抜大会県予選会　
平成 28年 8月 24 日、25日　於大宮公園弓道
○男子　12位後藤 駿之介（春日部高校）
○女子　6位井上 結衣 （伊奈学園総合高校）
（関東高等学校弓道個人選手権選抜大会に出場）
●第71回国民体育大会（関東ブロック予選会）
出場○少年女子の部、井上結衣（伊奈学園総合
高校）
●県民総合体育大会　兼　高校弓道新人戦
平成 28年 10 月 2日　於大宮公園弓道場
○男子団体の部　第７位　花咲徳栄高校
（山下紘平・増谷尚典・石巻　渓・黒濵　光）
●埼玉県高等学校弓道選手権大会兼全国高等学
校選抜弓道大会　埼玉県予選
平成 28年 11 月 5日、6日、12日
　於大宮公園弓道場
○男子個人の部：第 6位 後藤駿之介（春日部
高校）　第 8位 牧野　巧（久喜北陽高校）
●東部支部納射会
平成 28年 12 月 18 日 ( 日）大宮公園弓道場
　参加 85 名 

○①末廣典明（久喜）②齋藤幾央（北本）、③村上
　節子（上尾）
●支部初射会
平成 29年 1月 9日 ( 月）大宮公園弓道場
　参加 115 名
○個人①末廣典明（久喜）、②高橋かおる（久喜）
③西山　茂（上尾）、○金的 齋藤幾央 ( 上尾 ) 　
谷澤聖子 ( 春日部 ) 塩田平一 ( 幸手 )
●支部総会・射会
平成 29年 3月 20 日 ( 月）大宮公園弓道場
　参加 88名
○①岩田光生（上尾）、②二見富士夫（春日部）
③仲田孝雄（上尾）

●第６回講習会（弐段以下の部、参・四段の部）
平成 28年 10 月 10 日 ( 月 ) 大宮公園弓道場
　参加 28名　
講師：支部称号者　内容：基本体、入退場、本
座および射位での作法、審査の要領での行射、
射技指導、講義(弓道人の心得、弓具の取り扱い)
●指導部・競技部合同研修会
平成 28年 12 月 10 日 ( 土 ) 大宮公園弓道場
　参加 指導部研修 22名、競技部研修 29名
講師：支部称号者　内容：介添、全弓連指導方
針の周知と履修、失の処理、競技役員業務の確
認 ( グループ討議 )、弓道競技規則改訂箇所の
周知、模擬射会
●自主錬成会
平成 29年 2月 4日 ( 土 ) 大宮公園弓道場
　参加 18名　参加者による自主運営　
内容：審査方式、持的射礼、失の処理、射技練
習、質疑応答
●第７回講習会（高校生）
・平成 29年 3月 26 日 ( 日 ) 大宮公園弓道場
　参加 106 名　
講師：支部称号者　内容：基本の動作研修、入
場から退場までの審査の動作研修、審査方式で
の行射 ( 立番を変えて繰り返し実施 )
・平成 29年 3月 28 日 ( 火 ) 大宮公園弓道場
　参加 123 名　
講師：支部称号者　内容：基本の動作研修、入
場から退場までの審査の動作研修、審査方式で
の行射 ( 立番を変えて繰り返し実施 )
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東　部　支　部
支部長　北原きい子
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新支部長就任
支部長　森　　正一  

　3月 18 日 ( 土 )、支部総会において、森正一
先生が県南支部長に就任されました。各役員に
も交代があり、県南支部は森支部長のもと、新
年度をスタートいたします。

県南支部宿泊研修会
　県南支部では、毎年、合宿形式での研修会を
実施しています。各弓連の垣根を越えて会員が
一堂に会して寝食を共にする宿泊研修会は、年
に一度の大変貴重な行事となっています。
　本年は2月25日 (土 )～26日 (日 )の日程で、
教士八段坂本武彦先生を講師にお招きし、大宮
公園弓道場にて宿泊研修会を実施いたしました。
　春のような暖かな日和のもと、審査形式によ
る一手行射、持的射礼、一つ的射礼、個別射技
指導、講話、模範演武など多彩なメニューでの
充実した研修が行われました。
　二日間を通じて坂本先生には終始きめ細やか
な御指導を頂くとともに、弓の歴史をはじめ多
岐にわたる貴重な講話を頂きました。
　受講生一同の「一言たりとも聞き漏らすまい」
と食い入るようにメモをとる姿、活発な質疑応
答、そして気迫に満ちた稽古の様子が大変印象
的で、緊張感と活気に溢れた有意義な研修であ
りました。　
　場所を移しての夜の部（懇親会）では、皆が
時間を忘れ弓談義に花を咲かせ、また、プロ顔
負けの名司会によるゲームで大いに盛り上がり、
思い思いに親睦を図ることが出来ました。
　坂本先生そして幹事担当の皆様、誠に有難う
ございました。　（草加市弓道連盟　小谷敏明）

＜競技・講習会＞

●平成28年度納射会　県営大宮公園弓道場
平成 28年 12 月 11 日（日）　参加者 111 名
①二宮三千子（戸田）②村永政志（川口）③加藤
睦正（戸田）
●平成28年度初射会　県営大宮公園弓道場
平成 29年 1月 15 日（日）　参加者 116 名
①飯田恵美子（越谷）②昆恵梨香（川口）③鈴木
多恵子（吉川）
●平成29年度総会射会　県営大宮公園弓道場
平成 29年 3月 18 日（土）　参加者 110 名
①相馬喜恵（川口）②秋元弘美（戸田）③昆恵梨
香（川口）

●第3回弐段以下講習会　県営大宮公園弓道場
平成 28年 10 月 15 日（土） 参加者 33名 
講師：浅野有三、小川幸子、豊田英子　各教士
●第3回三・四段講習会　県立武道館弓道場
平成 28年 10 月 22 日（土） 参加者 41名 
講師：岡田義助、鷹巣光子　各教士
●第4回三・四段講習会　県営大宮公園弓道場
平成 29年 1月 22 日（日） 参加者 47名 
講師：本橋民夫、谷口保雄、小川幸子、鈴木多
恵子　各教士
●第4回弐段以下講習会　県営大宮公園弓道場
平成 29年 2月 5日（日） 参加者 31名 
講師：岡田義助、鹿野信恵、相馬喜恵　各教士
●県南支部高校生講習会
①平成 29年 2月 4日（土） 参加者 81名　
　県立武道館弓道場　
講師：出下晃一郎、豊田英子　各教士、高橋な
みえ、有ヶ谷将人、西野静子、岡本好久　各錬士
②平成 29年 2月 12 日（日） 参加者 73名　
　県立武道館弓道場　
講師：森　正一、鈴木多恵子　各教士、佐々木
睦美、木本将史、星野里美、矢部　慶　各錬士
※講習内容は各段位に応じて体配、射技指導等
を実施

●県南東部高校生大会　
平成 29年 3月 25 日（土）県営大宮公園弓道場 
審判員　出下晃一郎教士

県　南　支　部
支部長　森　　正一



-15-

初心者教室の状況
前支部長　浅子　好夫　

　28年度は、支部内４道場で下記のように初心
者弓道教室を実施しました。

○大宮武道館：4－6月･木曜午前･10 回
○岩槻文化公園体育館：5－6月･土曜午前･8 回
○浦和駒場体育館：5－8月･日曜夜･10 回
○記念総合体育館：9－10 月･土曜午前･8 回
　
　いずれも、20名から 30名の募集で年間の募
集人員は、合計105 名になります。参加料は３
～４千円（傷害保険料含み）です。どの道場も
抽選で決定するほど応募者が多く、毎年３倍を
超える倍率の道場もあります。
　各道場では、初段取得までアフターケアをす
るなど工夫をして定着率アップを図っています
が、いかに継続をして長く弓を引いていただけ
るかが課題です。
　 29年度も昨年と同じく４道場で初心者教室
を実施しますが、大宮武道館では、女性だけの
募集を行い、先生も女性だけで行うということ
で教室を計画、平日の午前中でしたが１９名の
応募がありスタートをしました。初の試みとい
うことで、良い結果が出ることを皆で期待して
います。　

＜競技・講習会＞
●武道大会出場者最終選考会　
平成 28年 10 月 8日（土）県立武道館弓道場
　参加18名
出場選手男女各 5名代替要員 2名選出
●市民体育大会
平成 28年 10 月 5日（土）県立武道館弓道場
　参加 103 名
◯団体①岩槻（小原真弓・武政宏美・堤麻里奈）
②駒場（鈴木逸士・仁木弘之・掘口忠芳）③記
念（須藤啓介・田中祥実・田中智久）◯個人男
子①岩崎健次（記念）②亀沢光治（記念）③荒井
勝明（大宮）◯個人女子①武政宏美（岩槻）②堤
麻里奈（岩槻）③上水流敦子（記念）

●市民体育大会高校の部　
平成 28年 10 月 25 日 ( 日 ) 大宮公園弓道場
　参加 604 名
◯団体男子①岩槻商業（金子・渕田・関根）②
浦和学院（坂井・長岡・加藤）③岩槻商業（矢部・
江原・山根）◯団体女子①大宮南（淺海・柿沼・
田端）②与野（中込・佐藤・町田）③岩槻商業（田
邉・岡﨑・河野）◯個人男子①増田拓馬（浦和）
②渕田大智（岩槻商業）③遠藤颯人（大宮光陵）
◯個人女子①淺海真由（大宮南）②田邉優実（岩
槻商業）③関萌花（市立浦和中）
●県央支部杯・市選手権大会　
平成 28年 11 月 13 日（日）大宮公園弓道場
　参加 95名
◯団体①松田美紀（大宮）今井英貴（記念）飯
嶋功（岩槻）②小股　聡（記念）長谷川清（大宮）
松永芳栄（駒場）③須藤啓介（記念）高山一根（記
念）奥山ゆう（大宮）個人◯称号①松永芳栄（駒
場）②飯嶋　功（岩槻）③中島幸子（大宮）◯四・
五段①金子節子（駒場）②嶋村ふみ江（大宮）③
片田哲（記念）◯参段以下①北野達夫（駒場）②
原田昌彦（駒場）③石田典子（大宮）
●県央支部納射会　
平成 28年 12 月 11 日（日）県立武道館弓道場
　参加 111 名
◯称号①竹内せき子 ( 大宮 )②軽込次男 ( 岩槻 )
③長安博之 ( 駒場 )◯四五段①小澤伸江（大宮）
②清水　浩（岩槻）③金子節子 ( 駒場 )◯参段以
下①長谷川清 ( 大宮 )②岩崎健次（記念）③新島
麻美 ( 大宮 )
●県央支部初射会　
平成 29年 1月 9日（月）県立武道館弓道場
　参加 144 名
◯称号①中島美佐子（大宮）②浅野有三（記念）
③竹内せき子（大宮）◯四五段①倉林佳子（記念）
②小澤伸江（大宮）③五十嵐喜久雄（駒場）◯参
段以下①小股　聡（記念）②須原　暢（大宮）③
新島麻美（大宮）
●県央支部総会射会　
平成 29年 3月 19 日（日）大宮公園弓道場
　参加 91名
①小石久枝（記念）②金子節子（駒場）③渡部圭
子（岩槻）
●春季高校生（中学生）大会　
平成 29年 3月 30 日 ( 木 ) 大宮公園弓道場
　参加 631 名

県　央　支　部
支部長　古泉　利昭
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◯団体男子①浦和（横山・宮本・増田）②埼玉
栄（金子・千葉・塚原）③岩槻商業（江原・矢部・
山根）◯団体女子①大宮南（浅輪・中村・村上）
②大宮光陵（小林・古谷・松本）③大宮南（安武・
矢嶋・梨本）◯個人男子①増田拓馬（浦和）②村
田空知（大宮南）③米沢育海（大宮東）◯個人女
子①村上樹里（大宮南）②浪江朋子（浦和一女）
③峯岸真悠（浦和西）◯中学生個人①西尾涼佳
（市立浦和）②関　萌花（市立浦和）③渡邉楓香
（埼玉栄）

●称号者講習会　
平成 29年 1月 15 日（日）県立武道館弓道場
　参加 25名
講師：岡田義助教士、廣松　弘教士　講習内容：
巻藁射礼、立ち射礼の研修、高校生指導につい
て講話
●四段以下講習会　
平成 29年 1月 21 日（土）県立武道館弓道場
　参加 100 名
講師：飯島千代子範士八段、浅子好夫教士、池
田浩次教士、竹内せき子教士、清水繁子教士、
由岐中美智江教士　講習内容：講話、射技指導、
肌脱ぎ、襷さばき、体配研修
●五段講習会　
平成 29年 1月 22 日（日）大宮武道館弓道場
　参加 32名
講師：小宮栄子範士、古泉利昭教士、加藤祐子
教士　講習内容：一手行射と講評、持ち的射礼
研修
●高校生講習会
平成 29年 2月 26 日（日）県立武道館弓道場
3月 11 日（土）大宮公園弓道場 3月 11 日（日）
大宮武道館弓道場　参加 254 名
講師：岡田義助教士、鷹巣光子教士他支部内称
号者 36名　講習内容：審査に向けての体配・
射技指導、入退場注意事項の確認等

支部長就任にあたり
支部長　池谷　茂　

　この度、平成 29年 3月 26 日「28年度西部
支部評議員会」に於いて前任の森川支部長の後
を受け、西部支部長に就任いたしまた池谷茂で
す。初めての大役に不安な気持ちで一杯ではあ
りますが、前任の森川支部長のご助言と新役員
の方々に御協力をいただきながら皆様と共に西
部支部の更なる発展と躍進に微力ながら努力精
進する所存です。
　役員は前年度から継続して務めていただく方
もいますが、主な役員は次の通りです。
　　支部長　 池谷　茂
　　副支部長 青田　昇（指導委員長兼務）
　　副支部長 花井俊則（競技委員長兼務）
　　理事長 　山口友吉（総務委員長兼務）
　　会計正　 加藤憲男
　　会計副　 増田裕子
　「28年度西部支部評議員会」に於いて新年度
の行事および予算が決まりました。
　平成 29年度の最初の行事として４月１日（土）
五段・錬士五段対象、４月２日（日）錬士六段
以上対象の２日間にわたり講師小宮栄子範士の
ご指導をいただき、西部支部特別講習会を行い
ました。
　前任森川寛人先生は多くの昇段昇格を望んで
おられました。今後も引き続き昇段昇格者が増
えるように応援していきます。
　四段以下の支部講習会につきましても、受講
希望者が多い為、前年通り「弐段以下の部」「参・
四段の部」と分けて行います。
　新年度におきましても支部の行事遂行のため
新役員および会員の皆様に引き続き御協力をお
願い致します。
　「埼弓連」諸先生方に今後も一層のご指導ご
鞭撻を賜りたく心よりお願い申し上げます。　

＜競技・講習会＞

●西部支部高校生選手権大会
平成 28年 11 月 26 日（土）所沢市民武道館
　参加 104 名（参加高校３校）
〇団体の部： ①所沢商業高校Ｂチーム（榎本あ

西　部　支　部
支部長　池谷　　茂

画・手嶋照晃
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み・長尾悠可・佐久間優花）②所沢商業高校Ｈ
チーム（秋山　航・星　翔太・堀田高広）③所
沢商業高校Ｆチーム（美留町武嗣・岡野大誠・
田口大輝） 〇個人の部： ①星　翔太（所沢商業
高校）②髙橋怜央（所沢北高校）③藤田　陸（所
沢北高校）
●納射会
平成 28年 12 月 4日（日）所沢市民武道館
　参加 112 名
○三段以下の部 ①濵松晶彦（和光）②成田　忠
（三芳）③里見尚美（三芳） ○四 , 五段の部 ①青
砥　勤（新座）②簡野肇平（新座）③関口二郎（所
沢） ○称号の部 ①永島英男（所沢） ②花井俊則
（三芳）③藤澤和子（富士見） ○総合優勝、永島
英男（所沢）
●初射会
平成 29年１月 22日（日）所沢市民武道館　
　参加 127 名
①粕谷吉一（所沢）②大島和馬（三芳）③平塚雄
一（富士見）
●総会射会
平成 29年 3月 26 日（日）所沢市民武道館
　参加 88名
①池谷　茂（上福岡）②青山くに子（和光）③松
嵜恭子（所沢）

●中西部指導者特別講習会
平成 28年 10 月 30 日（日）所沢市民武道館
　参加 51名
講師：本橋民夫教士、市川政子教士
内容：模範演武 ( 一つ的 ) 本橋民夫講師・市川
政子講師・池谷茂受講生、一手行射及び全体講
評、講話（本橋民夫講師）、入退場・矢番え動
作実習、射技指導。
●第５回支部講習会（三・四段／二段以下）
平成 29年 2月 5日（日）
○三・四段：大井弓道場
　参加 48名
講師：瀧上三郎教士、加藤良子教士
内容：一手行射及び全体講評、射技指導。
○二段以下：三芳町弓道場
　参加 49名
講師：戸塚藤代教士、青田 昇教士
内容：体配の説明と範示、一手行射、講話、射
技指導、全体講評。

●支部高校生春期講習会
平成 29年 3月 28 日（火）所沢市民武道館
　参加 65名
講師：池谷  茂教士、森川寛人教士、山田紀之教士
内容：執弓の姿勢、入退場、歩行、礼、揖、矢
番え動作の実習、一手行射、射技指導、全体講評。
●支部特別講習会
平成 29年 4月１日（土）・2日（日）所沢市民
武道館　参加 65名
講師：小宮栄子範士
内容：五段・錬士五段 持的射礼および肌脱ぎ
襷がけ実習、個人指導および講話、全体講評。
錬士六段以上 受講生による矢渡し及び受講生
による講評、一つ的射礼（２人、３人、４人）
及び射技指導、全体講評。
●第１回支部講習会（三・四段／二段以下）
平成 29年 4月 9日（日）
○三・四段：三芳町道場
　参加 57名
講師：浅野有三教士、吉本かをる教士
内容：一手行射及び全体講評、射技指導。
○二段以下：朝霞市弓道場
　参加 54名
講師：市川政子教士、花井俊則教士
内容：体配の説明と範示、一手行射、射技指導、
全体講評。

　今年は県連及び各支部での役員改選時期でした。県
連では 4月 23 日の評議員会を経て本橋会長の二期目
がスタートし、いくつかの支部では支部長が交代し、
新体制で船出されました。
　「埼弓連だより」編集部においても委員の交代があ
りましたのでご報告いたします。
　　　　編集委員長　　高橋久雄（熊谷）
　　　　編集委員　　   那須充良（東松山）
　　　　　　　　　　　宮澤梢枝（川口）
　　　　　　　　　　　大塚経子（大宮）
　編集委員長は、千葉公先生から私（高橋）が引き継
ぎました。この 59号の発行には、新メンバーも引継
ぎを兼ねて参画しましたが、今まで窺い知ることのな
かった編集委員の苦労がヒシヒシと伝わってきました。
　初めての編集会議など戸惑うことばかりで不安も残っ
ていますが、我々も頑張らねばと思いを新たにしまし
た。
　今後の発行にあたっては、会員の皆様や県連役員の
先生方のご協力をいただきながら取り組んでいきたい
と思います。また、昨年おこなったアンケートの結果
を踏まえ、よりよい紙面づくりができるよう努めたい
と思います。
　新しい編集委員をよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　編集委員長　高橋久雄

編集後記



-18-

弓道懐旧談　新連載！
支部長　嶌田　富男　

　玉之内先生にかわり内河先生の弓道懐旧談の
連載を開始します。

弓道懐旧談　新連載１

弓道並びに梶田君との出会い

川越市弓道連盟　内河　輝臣　
昭和 49年４月、川越高校に
転勤と同時に弓道部の顧問を
命じられた。弓道は全くの未
経験だからと辞退したが、ベ
テランの顧問がいるのでと説
き伏せられて引き受けたもの
の、初めて弓道場に足を踏み
入れたときの不安と心細い心

境は今でも忘れることができない。
　これを機に自分でも弓道をやってみようと覚
悟を決め、３年生の部長に教わりながら、とり
あえず弓具を持たずに射法八節の「弓道体操」
を始めたのが弓道人生のスタートとなった。
　このとき折よく、市広報に弓道教室募集案内
が掲載されたので迷わず申込み、５月中頃から
は専らその教室の指導を熱心に受け、７月末に
終了すると同時に川越市弓道連盟に入会した。
　そして何とこの年に、ノーベル物理学賞を受
賞した梶田隆章君が川越高校に入学し、弓道部
に入部してきた。
　しかし、弓道初心者であった私には、梶田君
をはじめ新入部員達に指導らしいことは何もし
てやることができなかったが、卒業まで顧問と
して３年間つきあった最初の学年だったので今
でも特別の感慨がある。
　梶田君は非常に練習熱心だったので、県大会
をはじめいろいろな対外試合にはつねにレギュ
ラー選手として出場していた。彼に関して一番
印象に残っているのは、入学当初はまだあどけ
なさが残った小柄な少年という印象だったのが、
３年の卒業までに身長が十数センチも伸びて、
たくましい青年という感じになったことである。
　高校時代の梶田君はとても穏やかで控えめな
性格で、凡そガリ勉タイプとはほど遠く、勉強
もずば抜けてよくできる方ではなかった。その
ような、いわば弓大好きな弓道少年が人間とし
ても大きく成長し、ノーベル賞受賞という快挙
を成し遂げたことが何より素晴らしい。

中　部　支　部
支部長　嶌田　富男

　研究者の道に進もうと決めたのは、埼玉大学
で弓道部副主将を務めていた３年の時と伺った
が、その後は黙々と地道な努力を積み重ね、研
究者としての並々ならぬ苦労と困難を乗り越え
ての成果と推察される。
　梶田君の更なる活躍と発展を祈りつつ、弓道
並びに梶田君との出会いに感謝して筆を擱く。

＜競技・講習会＞
●第10回みのり会（60歳以上）
平成 28年 10 月 4日（火）日高アリーナ弓道
場　参加 63名
□入賞者①国分菊雄 ( 日高 )②古川弘明 ( 狭山 )
③坂東富士夫 ( 毛呂山 )
●支部納射会
平成 28年 12 月 11 日 ( 日 ) 日高アリーナ弓道
場　参加 104 名
□四段以下①齋藤顕一(坂戸)②島田　勲(小川)
③田中廣子 ( 坂戸 )　
□五段以上①市川政子(入間)②下田逞次(入間)
③国分菊雄 ( 日高 )
●支部初射会　兼　昇段・昇格者祝射会
平成 29年 1月 15 日（日）日高アリーナ弓道
場　参加 116 名
□昇段・昇格者　10名
□入賞者①田中　修(鶴ヶ島)②齊藤顕一(坂戸)
③野中和弘 ( 坂戸 )
●支部評議員会射会
平成 29年 3月 26 日（日）川越運動公園弓道場
　参加 47名
□入賞者①沼倉光広(日高)②五十嵐好夫(入間)
③大塚幹雄 ( 狭山 )
●第３回支部講習会（四段以下）
平成 28年 9月 3日（土）川越運動公園弓道場
　参加 43名 
講師：玉之内淳、嶌田富男、水岡　勇　各先生
●支部特別講習会（称号者）
平成 28年 9月 24 日（土）入間市武道館弓道
場　参加 24名 
講師：松沢　岳、市川政子、玉之内淳　各先生
●女子講習会
平成 28年 10 月 1日（土）日高アリーナ弓道
場　参加 30名 
講師：市川政子先生
●第21回中部・西部指導者講習会
平成 28年 10 月 30 日（日）所沢市民武道館弓
道場　参加 46名 
講師：本橋民夫、市川政子　各先生
●第４回支部講習会（四段以下）
平成 29年 2月 5日（日）入間市武道館弓道場 
　参加 56名 
講師：玉之内淳、嶌田富男、水岡　勇　各先生
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[ 特別掲載 ]
こんなことが『セクハラ』として受け
取られ、苦情が寄せられています

範士八段　小宮　栄子　

　埼弓連だより第 44号（平成 21年 10 月発行）
に掲載された、当時指導委員長の小宮先生の記
事を転載します。

●男性の指導者に対して
・胸を触った・抱きついた・脇に手を入れた・
腰に手を回した・袴の中に手を入れた等々。
●女性の指導者に対して
『セクハラ』としての苦情はありません。
●指導をしておられる皆さん
・一生懸命のあまり、過剰な指導は禁物です。
・指導の中で直に体に触れる場合は、了解を得
てからにし、むやみに手先は使わない工夫をし
て指導しましょう。特に下半身は厳禁です。ま
た、行射中には不意に手を出さないよう気を付
けましょう。
・「キモイ」「エッチ」な先生と思われないよう、
身辺を清潔にしましょう。
●指導を受ける皆さん
・稽古着の中も下着をきちんと着け、脇の下な
ど直に素肌を見せないよう、着付けにも十分注
意しましょう。
・止むを得ず肌に触れる指導もあることを理解
して欲しいと思います。
　ただし、いやと感じたときは、自分の意見を
はっきり伝えて、誤解のないように話し合って
下さい。

【さて】
　今まで県内で行った「初心者教室指導者講習
会」の中で、私が担当した講義は「セクハラ」
についてでした。この問題は議題としてはなか
なか話しづらく、誤解され易いこともあり、苦
労致しました。他のスポーツでも時折新聞紙上
で見ることがある『セクハラ』ですが、水面下
では数多く、問題視されています。

【では】
　弓道ではどうでしょうか？初心者の指導では、
普段手にしたことのない弓や弽を使用するため、
手を触れたり、添えてやったりしながら使い方
を指導し、弓をひくための骨の組み合わせや、

筋力の使い方は、関節をつかんだり、押さえた
りして知ってもらうこともあります。
　また、体の構えも、弓に対して逃げないよう
正対してもらうために、肩や腰、肘、膝等言葉
の指導では伝わらないものを、手を出して矯正
したりしています。
　弓の指導は口だけでは伝えられなくて、また、
指導者がやって見せても身体の中の働きまでは
見せることが出来ず大変です。
　そんなとき、やはり体に触れて方向を理解し
感じてもらうようにしなければなりません。
　指導する側も指導を受ける側も、お互いの信
頼関係が成り立たなければ、「触った！」「触ら
ない！」と感情的になり、気まずくなったりす
ることになるでしょう。
　最近の生活環境の中では、親兄弟であっても、
肌と肌との触れ合いは希薄になっています。
個々の部屋を持ち、風呂は一人、布団やベッド
も個人々々です。
　昔は兄弟ゴロ寝で、寝返りすれば体の接触も
平気でいた時代もありましたが、そうではなく
なってきています。
　触らずに口だけで上手く指導が受け入れられ
上達してもらえれば問題はないのですが、どう
でしょうか？
　素直に理解が得られるためには、どんな指導
が良いのか？
　工夫をしながら試行錯誤の現状です。

【世の中は男と女？】
　しかし、弓道は男も女もなく、原則的に全て
の動作は同じに行います。（肌ぬぎや襷がけは別）
男性が女性を指導する。また、女性が男性を指
導する。人によっては敏感な人も、おおらかな
人もいます。変な感じ方をされてしまうと指導
は成り立ちません。

【繰り返しになりますが】
　止むを得ず肌に触れる指導もあることを理解
して欲しいと思います。
　しかし、嫌と感じたときは、自分の意見をはっ
きり伝えて、誤解のないように話し合って下さ
い。
　老若男女、長く弓道を楽しんでいただくため
に、お互いの理解と、ご協力をお願い申し上げ
ます。
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松沢範士の弓道講座（第8回）

孟子五倫の教え

　1. 父子有親　（親愛）
　2. 君臣有義　（義理・忠義）
　3. 夫婦有利　（礼）
　4. 長幼有序　（秩序）
　5. 朋友有信　（信義）

親愛とは　人に親しみを感じ、愛情をいだい
　　　　　ていること。
義理とは　物事の正しい筋道
忠義とは　まごころ、誠意をもって仕える
礼とは　　社会の秩序を保つための生活
　　　　　規範（模範・規則）の総称
秩序とは　社会の規則立った関係
信義とは　約束を守り、務めを果たす
＊仁について（性善説）孟子が唱えた
　　　　　人の本性は善なり
　1. 仁とは　一人＋二で２人が対等に相親し
　　むことを示す。
　2. 自分と同じ仲間としてすべての人に接する
　　心隣人愛や同情の気持ち　またはそのよ
　　うな気持ちを持つこと
　　仁なるものは人を愛す

五倫の教え

　1. 親子の関係は親愛をもととする
　2. 君臣の関係は義理をもととし
　3. 夫婦の関係は礼をもととし
　4. 長幼の関係は秩序をもととし
　5. 朋友の関係は信義をもととしなければ　
　　ならない
　　なお、夫婦和するためには
　　一定の礼と云うけじめが必要である。

長幼の序とは

　（1）長幼とは、
　　　一般的に大人と子供・年上と年下・先
　　　輩と後輩
　　　また社会的には（会社・学校・軍隊・
　　　組織）目上と目下・上士と下士と兵
　　　組織としては、先に入った人、後から
　　　入った人、年齢差でない。
　⑵　序とは、順序・序列、秩序

注意したいこと
　「上司・先輩をたてる」の心得を持つ
a.　後輩であっても努力次第で先輩との地位
　　が逆転の事もある。その場合に公式では
　　（審査・講習）上席に入る事も多いが、　
　　非公式の場合は先輩を立てる。
b.　また、注意すべきことがあった時、新任
　　者と先輩、高齢者に対する言葉の使い方
　　に注意する。
c.　新人の注意すべき事として
　　稽古を見る時、姿勢を崩さない。正しい
　　姿勢を保つ。
　　高齢者の動きに注意。手助けもあり得る。
　　履物棚の使用、ロッカー（更衣）の使用
　　の際は、使い易いところは先輩に譲り、
　　下段・コーナーを利用する。


